
2008 年 10 月 31 日 

日 本 銀 行 

 

金融政策の変更等について 
 

１．米欧の金融危機に端を発する世界経済の調整は、最近、一層厳しさを増して

いる。こうした状況のもとで、日本経済は、輸出の頭打ちや既往のエネルギー・

原材料高の影響などから、当面、停滞色の強い状態が続くものと見込まれる。物

価面では、なお高めの消費者物価上昇率が続いているものの、国際商品市況の低

下を反映して、徐々に上昇率は低下していくとみられる。景気・物価に関する先

行きのリスクをみると、景気の下振れリスクが高まっている一方で、物価の上振

れリスクは以前に比べ低下している。 

 

２．日本銀行は、国際金融資本市場での緊張が著しく高まる状況において、わが

国金融市場の安定を確保することが中央銀行としてなし得る重要な貢献である

との認識のもと、これまで、流動性供給面での様々な措置を、迅速かつ果断に実

施してきた。さらに、本日の政策委員会・金融政策決定会合においては、以下の

とおり、政策金利を引き下げるとともに、金融調節面での対応力を強化すること

を通じて、緩和的な金融環境の確保を図ることが必要と判断した。 

 

（１）金融市場調節方針の変更（賛成４反対４（注１）） 

    無担保コールレート（オーバーナイト物）の誘導目標を０．２％引き下

げ、０．３％前後で推移するよう促す（公表後直ちに実施）。（別添１） 

 

（２）基準貸付利率（注２）の変更（全員一致（注３）） 

    補完貸付については、その適用金利である基準貸付利率を０．２５％引

き下げ、０．５％とする（公表後直ちに実施）。 

 

（３）補完当座預金制度の導入（全員一致（注４）） 

    金融市場の安定を確保する観点から、年末、年度末に向け、積極的な資

金供給を一層円滑に行い得るよう、日本銀行当座預金のうち所要準備額を

超える金額について利息を付す措置を臨時に導入し、１１月積み期から来

年３月積み期までの間、実施することとする。適用利率は、０．１％とす

る。（別添２） 

                                                  
（注１）賛成：白川委員、山口委員、西村委員、野田委員。反対：須田委員、水野委員、中村委員、亀崎委員。可否

同数のため議長が決した。 
（注２）日本銀行法第 15 条第１項第２号に規定する「基準となるべき貸付利率」。なお、同第１号の「基準となるべ

き割引率」も０．５％とする（手形割引の取り扱いは現在停止中）。 
（注３）賛成：白川委員、山口委員、西村委員、須田委員、水野委員、野田委員、中村委員、亀崎委員。反対：なし。 
（注４）賛成：白川委員、山口委員、西村委員、須田委員、水野委員、野田委員、中村委員、亀崎委員。反対：なし。 



 

３．現在、世界経済は、2000 年代央の数年にわたって蓄積された様々な不均衡の

調整局面を迎えており、当分の間、厳しい経済情勢が続く可能性が高い。こうし

た世界経済の動向を背景に、日本経済の回復に向けた条件が整うには相応の時間

を要するとみられる。日本銀行としては、今後とも、緩和的な金融環境の確保を

通じて、物価安定の下での持続的成長経路への復帰に向け、最大限の貢献を行っ

ていく方針である。 

 

以  上 

 



（別添１） 

 

 

２００８年１０月３１日 

日 本 銀 行 

 

 

 

当面の金融政策運営について 

 

 

日本銀行は、本日、政策委員会・金融政策決定会合において、次回金融政策

決定会合までの金融市場調節方針を以下のとおりとし、公表後直ちに実施する

ことを決定した（賛成４反対４（注））。 

 

無担保コールレート（オーバーナイト物）を、０．３％前後で推

移するよう促す。 

 

以     上 

 
 

                                                  
（注） 賛成：白川委員、山口委員、西村委員、野田委員。反対：須田委員、水野委員、中村委

員、亀崎委員。可否同数のため議長が決した。 



（別添２） 

2008 年 10 月 31 日 

日本銀行 

 

補完当座預金制度の導入について 

 

1. 日本銀行は、本年 10 月 8 日に公表した方針に基づき、金融市場の安定確保

の観点から、金融調節面で更に改善を図る方策の一環として、日本銀行当座

預金制度の運用について検討してきたが、本日の金融政策決定会合において、

補完当座預金制度の導入を決定した1。 

2. 現在、国際金融資本市場では緊張状態が続いており、その影響はわが国の金

融市場にも及んできている。こうした中で、日本銀行は、金融市場の安定確

保のため、年末および年度末に向けて積極的な資金供給を行っていく方針で

ある。このような積極的な資金供給の下では、日本銀行の政策金利である無

担保コールレート（オーバーナイト物）がその誘導目標から大きく下方に乖

離する可能性がある。 

3. 補完当座預金制度は、臨時の措置として、いわゆる「超過準備」2に対して、

コールレートの誘導目標を下回る利率によって利息を付すものである。本制

度の導入によって、コールレートを目標水準に適切に誘導しつつ、積極的な

資金供給を一層円滑に行い得るようになり、金融調節面での対応力の強化に

つながるものと考えている。 

4. 本制度の適用利率は、短期金融市場の円滑な機能を確保することに配慮し、

コールレートの誘導目標（０．３％）から０．２％を差し引いた０．１％と

することとした。本制度は、本年 11 月の準備預金積み期（11 月 16 日～12

月 15 日）から来年 3月の同積み期（3月 16 日～4月 15 日）まで実施するこ

ととしている。 

5. 日本銀行としては、本制度も活用しつつ、今後とも、適切な金融調節の実施

を通じて、金融市場の安定確保に全力を挙げていく所存である。 

以  上  

                                                  
1 決定の内容については、「『資金供給円滑化のための補完当座預金制度基本要領』の制定等

について」を参照。 

2 日本銀行当座預金および準備預り金の残高のうち、準備預金制度に基づく所要準備を超え

る金額。 



（参考） 

 

・開催時間――10 月 31 日（金）8:30～13:53 

 

・出席委員――議長 白川 方明  （総裁） 

 

山口 秀  （副総裁） 

 

西村 淸彦  （副総裁） 

 

須田 美矢子（審議委員） 

 

水野 温氏  （  〃  ） 

 

野田 忠男 （  〃  ） 

 

中村 清次   (  〃  ） 

 

亀崎 英敏  （  〃  ） 

 

 

  上記のほか、 

    竹下 亘 財務副大臣（8:30～12:48、12:53～13:22、13:30～13:53） 

    宮澤洋一 内閣府副大臣（8:30～12:48、12:53～13:22、13:30～13:53） 

 が出席。 

 

・議事要旨の公表日時――11 月 27 日（木）8:50 

以  上 
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